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	概要　ＥＡ　(600字～800字程度にまとめてください。)

　窒素上にベンゼンスルフォニル基を有するイミンは、ニッケルに対してη２－配位することが可能となる。これは、置換基が電子吸引基として作用するために、ニッケルからの電子の逆供与を効率よくＬＵＭＯの軌道で引きつけることが可能になるためである。この錯体に、対してジフェニルアセチレンを反応させるとほぼ定量的に酸化的環化が進行し、５員環のアザニッケラサイクルを与えた。この錯体は単離することが可能であり、元素分析も良い一致を示した。さらには、一酸化炭素との反応では期待されたγ－ラクタムを与えニッケルが窒素と結合していたことを裏付けた。この５員環アザニッケラサイクルはもう１当量のアルキンと反応して、７員環アザニッケラサイクルを定量的に与える。この錯体の分子構造はＸ線結晶構造解析にて明らかとなった。７員環アザニッケラサイクルを与える反応は、２－ブチンを用いた際には非常に速く進行する。実際に、２－ブチンを用いて５員環アザニッケラサイクルを得る反応を試みたが、２段階目の挿入反応が非常に素早く進行してしまうために５員環、７員環のアザニッケラサイクルの混合物が得られた。２当量の２－ブチンを使用した時には極めて速く、定量的に７員環アザニッケラサイクルを得ることができた。この錯体は、溶液中にて加熱することで還元的脱離を起こし対応するジヒドロピリジン誘導体を与えた。これらの知見に基づきアルキンとイミンの[2+2+2]環化付加反応をニッケル触媒存在下で検討したところ、期待されたジヒドロピリジンが得られた。２－ブチンを用いた際には高収率であったが、３－ヘキシンの場合にはやや収率が低下した。また、シリルアセチレンではレジオ選択的にジヒドロピリジンが得られた。
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	欧文概要　ＥＺ

The reaction of N-benzenesulfonylbenzaldimine with Ni(cod)2 and PCy3 gave the corresponding 2-iminenickel complex quantitatively. Diphenylacetylene reacted with the 2-iminenickel complex to generate five-membered aza-nickelacycle. Insertion of second alkynes into the five-membered aza-nickelacycle led to the formation of the corresponding seven membered aza-nickelacycles. Heating the solution of the seven-membered aza-nickelacycles induced the reductive elimination to give 1,2-dihydropyridine. In the presence of 10 mol% of Ni(cod)2 and PMetBu2 at 100 °C, the intermolecular [2+2+2] cycloaddition of N-benzenesulfonylbenzaldimine and 2-butyne occurred to give the expected 1,2-dihydropyridine in 87% yield. In the presence of PCy3, the reaction also proceeded catalytically, however PMetBu2 gave better results. Less bulkier or less basic phosphine, PnBu3 or P(o-tol)3, was not efficient for the reaction. Although Ni(0)-NHC complex was a good catalyst for [2+2+2] cycloaddition of two alkynes and a ketone or an aldehyde, this reaction did not proceed in the presence of a NHC ligand, 1,3-bis-(2,4,6-trimethylphenyl)imidazol-2-ylidene. 
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